
折り加工：A3 二つ折り＿横
(紙のサイズ420×297mm 仕上がりサイズ297×210mm)

●水色の枠線……切れてはいけない要素（文字やロゴ等）をいれる範囲
●ピンクの枠線…仕上がりのサイズ
●みどりの枠線…フチなし印刷にする場合、背景を伸ばす範囲

★★★ＰＤＦに変換して入稿される場合★★★
「表示」＞「スライドマスター」画面より、色つきのガイド線を消してから変換してください
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〒701-1333 岡山市北区立田140番地8
E-mail／ t-matsuda@takayuki-matsuda.com
http://www.takayuki-matsuda.com

TEL＆FAX／086-287-5697

■所属委員会
経済委員会
大都市制度調査特別委員会 副委員長

■プロフィール
三井造船㈱玉野造船所（7年間勤務）
岡山市役所退職（35年間勤務）
建設設備の設計施工管理
環境局関連事業
廃棄物事業・地球温暖化対策事業
ESD国際会議誘致等
（公財）岡山市ふれあい公社（2年間勤務）
2015年 岡山市議会議員

市政または地域のことについてご相談・ご要望等ございましたらお気軽にご連絡下さい。

Topics

松田たかゆき活動 News

岡山市議会議員

ごあいさつ

整備地： 表町三丁目千日前地区市街地再開発事業予定地
コンセプト： 「魅せる」「集う」「つくる」
諸室計画： （平成28年6月策定の基本計画より）
・大ホールエリア…多目的な利用に適した大ホール（1,700席程度）
・中ホールエリア…演劇の上演に適した中ホール（800席程度）
・創造支援エリア…大スタジオ、大中小練習室、創造スタッフ室、工房など

・交流促進エリア…オープンロビー、情報コーナー、カフェ・レストランなど
・その他エリア…管理事務室、救護室など
施設整備： 平成33年度末

整備主体： 国土交通省 中国地方整備局 岡山国道事務所
整備時期： 平成29年度～平成30年度（予定）
整備内容： 歩道整備により歩行者・自転車の安全・安心な動線を確保

右折滞留長の延伸による交差点内での右折滞留の確保による追突の防止

発行┃松田たかゆき事務所 平成29年春号

要支援１、２の方を対象とした、ホームヘルプサービス・
デイサービスに、従来のサービスに加え、
平成29年４月から「低料金のサービス」
が新たに加わりました。
なお、要介護１～５の方が利用している
介護保険サービスに変更はありません。

めっきり春らしくなってまいりましたが、皆様には、ますますご清栄のことと

お喜び申し上げます。市政活動報告【Vol４】では、平成28年11月及び、

平成29年2月定例市議会における個人質問や、日頃の活動の一部を

お伝え致しますのでご覧下さい。

議員になり2年が経ちましたが、皆様に身近な議員として、

初心を忘れることなく精進してまいりますので、ご指導よろしくお願いいたします。

入浴、排せつ、食事の介護などの身体介護は行わず、掃除、
買い物などの生活援助に限定したサービス

運動プログラムを中心とした２～３時間程度の短時間サービス

ぜひ
ご来場
下さい

アクションプランとは、概ね平成37年までに下水道

整備を実現するため、発注方法の見直しや、民間
活力導入等の創意工夫を組み込んだ整備計画で
あり、下水道未着手地区の高松、吉備津地区など
を整備エリアとしている。
平成29年度は、川入からの笹ヶ瀬右岸幹線の現
地調査や設計業務が予定されている。

・・・アクションプラン区域
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２月定例岡山市議会 質問と答弁（抜粋）

老朽化の進む農業用水利施設に対して、維持管理の効率
化、省力化を進めることは国を挙げての課題であり補助
制度等を活用し予算の拡充に努めたい。市道については、
緊急性や必要性の高い路線から順次整備を進めている。
農地周辺の市道においても、幅員が狭い場合や路肩に傷
みがある場合には路肩の整備を実施しており、今後も業
務の効率を高めながら地域要望に応えたい。

今年10月末時点における
農業用施設等に係る要望
は全市域で760件、うち
29件は実施できないこと
を要望者に伝え、310件
は本年度対応済み若しく
は対応予定、421件につ
いては、来年度以降の対
応を検討中。

膨大な農業用施設等の管理を行っていくには、地域の皆
様のご協力をいただく必要があり、関係者の方々のご意
見や活動の実態も踏まえて業務内容を精査したうえで、
29年度中に制度の見直しを進める。

市では、生活の不便を解消するためデマンド型乗り合
いタクシーなどの試験運行もやっているが、
こういった施策も自主返納の促進に
寄与するのではないかとも考えている。
高齢者が利用しやすい環境整備を
ひとつひとつ着実にやっていかなけ
ればならない。

今後とも岡山県警と連携を図りながら、高齢者を対象
とした交通安全教室等を通じて、おかやま愛カードの
周知を図るとともに、他都市の事例等を調査研究して
まいりたい。

11月定例岡山市議会 質問と答弁（抜粋）

● 介護予防・日常生活支援総合事業について

● 新たな総合交通計画の策定について

● 農業用施設の改善と省力化について

● 高齢ドライバーの事故防止について

● 下水道整備計画について

Q

Q

Q

市は、目指す公共交通中心の交通ネットワークについ
て、具体の将来像とその実現化策を検討しており、公
共交通サービスに対する市民のニーズ調査や現状の課
題、施策実施による効果の数値化など、具体的に表現
できる計画としたい。

公共交通の利便性向上を検討する際、運行本数の増加、
所用時間の短縮、運賃の割引、新駅の設置、道路整備
等の各種施策の有無に応じて、車から公共交通への転
換の度合いが異なってくる。都心と高松・足守方面な
どを結ぶ連携軸ごとに公共交通の運行本数や運賃等に
よる、自動車から公共交通への乗りかえの転換点など
をアンケート調査し有効な施策を明らかにする。

現在、JRと岡山市、総社市の3者で事業費コストの削
減や、役割分担を協議中で、平成29年度中に一定のめ
どを立てたい。地域住民には、一定のめどが立った後
に、LRTの意義や必要性、吉備線を軸にしたまちづく
りなどを合わせ説明したい。

今の状況とか、我々として言える範囲のと
ころについては、一度説明させていただく
というのは良いのではないかと思う。

（市長）

下水道未着手地区については、収支採算性の検討を行っ
ており、高松・吉備津地区のようにおおむね10年程度で
整備するとした地区については、経済性の比較、収支採
算性とも下水道事業としての妥当性が確認できた。

両地区の下水道整備は、今後おおむね10年程度で着実に
整備する必要があると考えており、来年度以降、笹ケ瀬
右岸幹線等の整備に向けて、幹線の設計や、面整備に向
けた地形測量等を進めたい。
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● 岡山操車場跡地整備について

● 健幸ポイント事業の今後について

● 空き家とあき地の対策について

● 平成29年度予算案について

・イノシシ対策・土地利用のあり方・吉備線ＬＲＴ化

・超小型モビリティ・放課後児童クラブ・浸水対策

・用水路安全対策・本会議場エレベーター設置

今年度370件の現地調査を終え、67件を特定空家に認定
した。新たな課題は、建物の登記手続きがされてない
空家が多く、所有者調査に多大な日数を要すること、
所有者が特定できても、経済的理由などにより対策が
進まないこと。

認定基準は県内統一で、建物の老朽度・危険度を点数
化し不良度により特定空家を認定している。景観や周
辺環境については点数化していないが、特定空家の認
定基準として調査し総合的に判断している。基準の見
直しが必要になれば、空家対策推進協議会の中で対応
し対策を進める。

Q

Q

健幸ポイント事業には4,431人の方々が参加、１日の
平均歩数は、約6,400歩から8,600歩と増加、歩くこと
の習慣化が図られている。それに伴いＢＭＩ数値が肥
満に該当していた方のうち、約20％が標準値に改善す
るなど良い結果につながっている。

これまでは、国の財源でやっていたが、来年
度からは市費（委託料1650万円）の中で
やらなければならない。これまでの取組で
市民の皆さんには、歩くこと、運動する
ことが体に良いことが広がってきており、
市民に意識を持ってもらえるよう最大限の
努力をしたい。
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除却後のあき地に対し、課題が沢山あることは承知し
ており研究したい。

現在、ＬＲＴ化する場合のイニシャル
及び、ランニングコストの詳細を詰
めており、その後は、収入や収支
バランスの検討に移る。
その折には、経営状況を踏まえた
交渉をしていくことになり、赤字額
についてもＪＲ側に提示を求めていく。

今年度は支援員の待遇改善など行い受入総数は
5,822人から789人増加した。来年度は、
更なる開所日時の延長や15クラブで
施設整備を行う。現在、受入でき
ない児童数は把握してないが、
夏休み等には学校教室の一部利用
を検討するなど個別に対応する。

エレベーターの設置には、法令上、構造上の課題があ
り総合的な判断が必要となる。現時点では、エレベー
ターの設置場所や必要な改修範囲も決まっていないた
め、費用対効果がいくらなのか、また、判断時期につ
いても申し上げることはできない。階段両側への手す
りの設置については出来る所から対応する。

排水機場の運転は、樋門操作と連携しながら地元操
作員の方々に担って頂いており、担当部署より運転
依頼を行うと共に、運転状況の把握に努めている。
現在、ベテラン職員が培ってきた経験のマニュアル
化に向けて、統制のとれた体制整備に取り組んでい
る。藻については、水路の底張りや除塵機の新設等
も行いながら、発生抑制と除去に取り組む。

Q

操車場跡地は、積極的な植樹により緑のボリュームア
ップを図ることとしており、太陽光発電、雨水利用シ
ステムの導入、ＥＶ充電器設置などの低炭素社会の実
現に向けた取り組みを進めており、地産地消について
も飲食店舗や食に関する催し等において積極的に展開
したい。

Q

Q

Q

Q


